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保育者養成校卒業生の進路と職場適応〔V〕
一一卒業後4年経過時調査一一
Life-Courses and Vocational Adjustment of Graduates 
of Training Schools for Kindergarten Workers 〔V 〕
-An Investigation in the Fifth Year after Graduationー
白佐俊憲
Toshinori Shirasa 
はじめに
この報告は，本誌に継続報告している「保育者養成校卒業生の進路と職場適応」の第 5
報である。これは，同一対象者を追跡的lζ継続調査する万法によって，筆者が昭和 43年
から実施している「保育者の適応に関する研究Jの一部をとEすものであり，いくつかの調
査項目の結果について継続発表しているものである。一連の研究の目的は，保育者をめぐ
る問題を，彼女らの適応という観点、から検討を加えることによって，より具体的・直接的
な形で明らかにしたいというところにある。
本報告は，卒業後 4年経過した時点で実施した調査の結果を中心に，これまでの調査結
果と比較しながら，次の点について検討を加えたものである。
① 保育者養成校卒業生の進路は，卒業後4年経過時においてどうなっているか。ほと
んどの者が就職し，多くは専門を生かす進路を歩みだしたのであったが， 3年経過時には，
専門分野就職者の減少が目立ち，家事従事者が 4分の 1を占めるに至っていた。更に 1年
が過ぎた時点、では，これらの進路状況はどう変化しているであろうか。（進路状況の検討）
② 就職者の職場適応はどうなっているか。就職者の職場K対する満足度はあまり高く
なく，相変らず良い適応とはいえない状態が認められていたが， 4年を経過した時点では，
希望の職場への転職や経験の積み重ね芯どによって，職場適応はより適応的な状態へと変
化しているであろうか。（職場適応の検討）
③ 彼女らは，調査時点において，どんな生活を送り，それに対して何を感じているの
か。はたして彼女らは，身体的にも精神的にも健康で，経済的iとも恵まれ，家族関係や自
己実現においても満足し，幸福な日々を送っているのであろうか。（生活状況の検討）
E 方
?
昭和 45年 3月札幌市所在保育者養成校を卒業した者379名を対象とした（表1）。 4年
経過時点での現在状況，職場適応及び生活意識に闘する質問紙調査票（省略）を作製し，
郵送法によって， 49年5～6月に実施した。全対象者に対する回収率（受取人不明による
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表1 対象者の内訳
昼夜の別 養成校の種類・校数（取得可能資格） 人 数
私立短大 2校（幼稚園教諭と保母）
昼間養成校 私立短大 1 ,（幼稚園教諭のみ）
公立養成校 1 ,（保母のみ） 50 379 
私立養成絞 1校（幼稚園教諭と保母）
夜間養成校 185 
私立養成校 1ρ （保母のみ） 60 
返送分を含む）は57.09彰（ 216 
名）であった。回答者の内訳は
表2の通りである。
その後，未回答者に対する現
状確認調査を，家庭・職場・そ
の他へ郵送・電話・訪問などに
よって照会する方法を行伝った
結果，全体の95.3タぢlζ相当する
361名の現在状況を明らかにす
ることができた。
表2 回答者の内訳
分 類｜人数（%）
f幼稚闘教諭
専門分野｜保育所保母
(123) 1施設保母
有職者｜ ｜ 
(159) i Lその他
！外分［事務系
野（36)1そ他
無職者（57)
計
24 (11. 1) 
67 (31. 0) 
18 ( 8. 3) 
14 ( 6. 5) 
25 (11. 6) 
11 ( 5. 1) 
57 (26 4) 
216 (100. 0) 
E 結果と考察
1. 進路状況について
(1) 進路の概況
表 3は，保育者養成校卒業生の進路状
況を卒業初年度の 4月（以下卒業時と呼
ぶ）と本調査の 4年経過時とについて整
理したものである。
4年経過時（49年 4月）の進路状況は，
全対象者の60.Hちが何らかの職について
おり，専門分野就職者46.49彰，専門外分
野就職者14.09与と怠っている。専門分野
では，保育所保母が最も多く，次いで幼
稚園教諭，精神薄弱児施設保母，肢体不
自由児施設保母，仲よし子ども館児童指
導員の順となっている。専門外分野では，
会社等の事務系職種が多い。就職以外の
者は，家事従事者がほとんどである。
図1 卒業後の進路の変化
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一方，就職以外の
者は，卒業時 8.7
%であったが， 6 
表3 卒業後の進 路
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カ月経過時IL4.5 9ちまで減少したあと， 1年経過時10.3%, 2年経過時 16.9%, 3年経過
時 272%と増加を続け， 4年経過時には 34.6%を占めるに至っている。
乙れを更に詳細にみれば，幼稚園教諭の減少と家事従事者の増加とがその主因ととfって
いる乙とがわかる。乙の乙とはすでに 1年経過時において認められたものであり， 年々 よ
り顕著になっている。卒業後の進路の変化を描いた図 1か ら，保育所保母，施設保母，そ
の他の専門分野就職者， 専門外分野就職者の場合は，ゆるやかな曲線を描いて漸減の傾向
をたどっているのに対して，幼稚園教諭の減少と就職以外の者（ほとんどが家事従事者）
の増加とは極めて著しいことがわかる。
おもとf専門職についてみると，幼稚園教諭，養護施設保母，仲よし子ども館児童指導員
では卒業時の 3分の 1IL減少し， 精神薄弱児施設保母では半分に減少しているのであるが，
保育所保母と肢体不自由児緬設保母では卒業時と変わりない就職者数を保っている。
家事従事者の多くは結婚に結びっく動きであって，結婚を機会に退職し，家事に専念す
る姿が数字の上に現われてきているのであるが，結婚者について検討してみると， 結婚即
退職の経緯をとらない者 も少芯く芯い乙とがわかる。卒業後 4年経過時で判明した既婚者
36 白佐：保育者養成校卒業生の進路と職場適応〔 V〕
は132名（不明・死亡者を除く全体の 36.H与に当たる）で，このうち 42.4%( 56名）は職
についている者である。も っとも有職者の既婚率が24.5%であるのに対して，無職者の場
合lとは 58.0%と高し、。また，無職者lと職業についていない理由を質問した結果では，約 4
分の 3の者が家事・育児・結婚準備のためと答えている。
(2) 進路変化の万向
表 3は全体的f.t_進路の変化を示したものであるが，変化の万向や同一職種聞の変化につ
いては明らかにしていなL、。そ乙で次に，乙れまでと同様K，変化の万向を資料の縦断的
検討によって明らかにしたいと思う。
表 4は， 卒業時就職者及び 3年経過時就職者の勤務状況が4年経過時点、においてどう変
化しているか，を示したものである。 まず， 卒業時就職者についてみると，同一職場lζ継
続勤務している者は 29.8%となっている。すとEわち，乙の 4年聞に 70.29彰の者は第 1の職
場を離れてしまっているのである。転・退職者の現在状況は，退職（調査時点で就職して
いない）者が最 も多く， 転職して現在勤務中の者では， 異種職種で働いている者がやや多
く立っている。乙れを職種別にみると，保育所保母の継続勤務率が高し、。全体的に現在就
職していない者が多くなっているが，保育所保母であった者は現在も保育所保母で，筋設
保母とその他の者は類似職種で，幼稚園教諭と専門外分野の者は異種職種で現在勤務して
いる率が高L、。なお 3 これまでの各調査時点での継続勤務者を一覧表Kしてみると， 表 5
のよう芯結果となっている。継続勤務者は年々減少していく訳であるが，表 5から，全体
表4 就職者の勤務状況の変化
( 1. 卒業時就職者の変化） 人（%）
専 門 分 野
勤務状況の変化 全 体 専門外分野
幼 稚 園 保 育 所 施 設 そ の 他
継続勤務 101 (29. 8) 27( 22. 5) 39( 41. 4) 13( 32. 5) 8( 29. 6) 14( 24. 1) 
32 ( 9. 4) 8( 6. 7) 17(18.1) 1( 2. 5) 6( 10. 3) 
転職類似織種 34 (10. 0) 9( 7. 5) 5( 5. 3) 6( 15. 0) 12( 44. 5) 2( 3. 4) 
異種職種 43 ( 12. 7) 21( 17. 5) 4( 4. 3) 2( 5. 0) 1( 3. 7) 15( 25. 9) 
退 臓 129 (38. 1) 55( 45. 8) 29( 30. 9) 18( 45. 0) 6( 22. 2) 21( 36.3) 
計 339( 100. 0) 120( 100. 0) 94(100.0) 40(100.0) 27( 100. 0) 58(100. 0) 
( 2. 3年経過時就職者の変化） ム（%）『‘・ ー，
勤務状況の変化 全 体
専 門 分 野
専門外分野
幼 稚 園 保 育 所 施 設 そ の 他
継続勤務 189( 71. 6) 38( 59. 3) 78( 78. 9) 21( 80.8) 16( 80. 0) 36( 65. 3) 
8( 3. 0) 1( 1. 6) 4( 4. 0) 3( 5. 5) 
転職類似職種 10( 3. 8) 1( 1. 6) 3( 3. 0) 1( 3. 8) 2( 10. 0) 3( 5. 5) 
異種職種 8( 3 0) 3( 4. 7) 2( .2. O) 3( 5. 5) 
退 職 49( 18. 6) 21( 32. 8) 12( 12. 1) 4( 15. 4) 2( 10.0) 10( 18. 2) 
計 264( 100. 0) 64(100. 0) 99( 100. 0) 26(100. 0) 20(100.0) 55(100. 0) 
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表5 各調査時点における継続勤務者
人（%）
調査時点 全 体
専 門 分 野
専門外分野
幼稚園 保育所 施 設 その他
6カ月経過時 323(95. 2) 117(97. 5) 92(97. 9) 40( 100. O) 23(85. 2) 51(87 9) 
1 年 n 257( 75. 9) 90(75 0) 76(81. 0) 36( 90. 0) 15(55. 6) 40(69. 0) 
2 年 w 195(57. 5) 69( 57. 5) 60(63. 9) 25( 62 5) 11 (40. 7) 30(51. 8) 
3 年 w 146(43.1) 47.(39.1) 49( 52. 1) 17( 42. 5) 11(40.7) 22(38. 0) 
4 年，， 101(29. 8) 27(22. 5) 39(41.4) 13( 32. 5) 8(29.6) 14(24. 1) 
としては，転・退職者は l年以内（特に 6カ月から 1年にかけて）が最も多く，以降は年
々少なくなっている。乙の傾向は，施設保母を除く各群も同様である。施設保母では， 1 
～2年の聞に最も転・退職者が多くでた結果となっている。
次lζ， 3年経過時就職者についてみると，この 1年間の継続勤務者は全体で 71.6予ちとな
っている（表 4の 2）。卒業時就職者の場合に比べて，比較期聞が 4分の lと短かいので
当然高い比率となっている。継続勤務率は幼稚園教諭と専門外分野の者とが低い。乙れま
での各経過時点における過去 1年閣の変化を整理してみると，表 6で明らかなように，継
続勤務率と転職率とがわずかずつ減少し，退職率が増加する傾向をたどっている。 ζの場
合の継続勤務率を，卒業時からの継続勤務者とそうでない者とに分けて比較してみたが，
一定の傾向を見出すことはできなかった。すはわち，継続勤務年限の長い者の方が継続勤
務率が高くとfる，というような傾向は確認できぽかった。
更に， 4年経過時点、lと観点を置きかえて検討してみたい。 4年経過時の進路状況は， 1 
年前どういう状況にあったものが変化してそうな ったのであろうか。 4年経過時に就職し
ている 229名についてみると，表 7le示すように，全体の 82.69ちは 3年経過時から継続し
て勤務している者であり，転職あるいは未就職者の就職によったものはそう多くないこと
表6 各経過時点における過去 1年間の変化
（%） 
言趣Eて 専 門 分 ．野 専門外分野全 体 幼稚園 保育所 施 設 その他
1年 75. 9 75.0 81. 0 90. 0 55. 6 69. 0 
継続勤務
2 II 7. 2 76.6 83. 1 72.1 76.2 72.2 
3 II 73. 9 70. 2 79 6 70.6 88.8 66. 1 
4 II 71. 6 59. 3 78 9 80. 8 80. 0 65. 3 
1年 8.8 8. 3 7. 4 5. 0 14.8 12. 1 
退 職
2 II 12.0 13. 7 7. 5 18. 6 16 4 
3” 16.2 21. 4 12.0 17. 6 5. 6 18. 6 
4 II 18. 6 32.8 12. 1 15. 4 10. 0 18. 2 
l年 15. 3 16. 7 1. 6 5. 0 29. 6 18. 9 
転 職
2 II 10.8 9. 7 9. 4 9. 3 23. 8 1. 4 
3 II 9. 9 8. 4 8.4 11. 8 5. 6 15. 3 
4 II 9.8 7. 9 9. 0 3. 8 10. 0 16. 5 
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表 7 4年経過時状況の 3年経過時からの変化
人（%）
専 門 分 野
3年経過時からの変化 全 体 専門外分野
幼稚園 保育所 施 設 その他
継 続 動 務 189 ( 82. 6) 38 ( 92. 8) 78 ( 83. 0) 21( 91.4) 16 ( 88. 8) 36 ( 67. 9) l幼稚園 ら 5 ( 2. 2) 1 ( 2. 4) 1( 1.1) 3〔 5.7) 保育所から 9 ( 3. 9) 1 ( 2. 4) 4 ( 4. 3) 1 ( 4. 3) 1 ( 5. 6) 2 ( 3. 8) 
転職
施設から 1 ( 0. 4) 1 ( 5. 6) 
その他から 2 ( o. 9) 2 ( 2.1) 
専内外分野から 9 ( 3. 9) 1 ( 2. 4) 2 ( 2 1) 6 ( 11.3) 
未就職者の就職 14 ( 6. 1) 7 ( 7. 4) 1 ( 4. 3) 6( 11.3) 
計 229 (100. 0) 41 (100.0) 94 (100. 0) 23 (100. O) 18 (100. O) 53 (100. 0) 
がわかる。乙の82.6%という継続勤務率は，表 4の 2の継続勤務率を上まわっている。し
たがって，乙の 1年聞に未就職者が就職するよりも退職してしまう者の方が多かった訳で
ある。職種別では，未就職者の就職や他からの転職が少ない幼稚園教諭などが高い継続勤
務率となっている。これまでと同僚に，転職・就臓の方向は，保育所保母あるいは専門外
分野へという傾向が認められる。
(3) 転職・退職の状況
次lζ， 3年経過時から 4年経過時までの 1年聞に転・退職した者を抜き出して，その状
況について若干の検討を加えてみよう。 3年経過時lζ就職していた者（ 264名）及びその
後就職した者(17名）のうち， 4年経過時lと転・退職している者は79名となっている。転
・退職率は28.1%で， I年経過時の24.2%, 2年経過時の23.3%よりはやや高く， 3年経
過時の27.8%とほぼ同じである。
まず，この 1年聞に何回転職を経験したかをみてみると，全体で転職回数0が63.3%で
最も多い。これは勤務していた所を退職した，あるいは，就職したがまもなく退職してし
まい，現在は勤めてい芯いというものである。転職回数 1回が34.2%, 2回が2.5%となっ
ており，これまでと同様に転職回数は 1回というのがほ とんどである。
転・退職の理由・原因を，質問紙調査に回答を寄せた者について整理してみると（ 11の
離職理由項目をあげ，二つ以内で選ぶ方法で回答を求めたもの ），退職者（有効回答28)
では，結婚・結婚準備（ 39.3 % ），家事・育児のため（ 1 7.9 % ），家の事情（ 14.3 % ) , 
自分の病気（ 10.7 % ）ぽどとなっている。転職者（有効回答27)では，結婚・結婚準備
( 29.6 % ），通勤上の問題（ 14.8 % ），家の事情，待遇上の不満，職場環境の不満，勤務
先の都合（各11.1%）などとなっている。今回の調査でも，転・退職とも 「その他」と回
答するものがかなり出ており（ 14.3～14.8 % ），回答へのためらいがうかがわれる。
転・退職と前調査時の 「今後の職業生活の希望」との関係を調べてみると，表8・9の
ようになる（前調査回答者の有職者で，不明を除く 166名について）。
3年経過時の希望が
どう実現されたか，と
いう観点、から整理して
みると，希望通りに実
際がなっているのは，
105名（ 63.3 %〕で，
希望が満たされとtい者
も少芯くない。この希
望充足率は前年の58.9
%よりもやや高い。表
8から，同一職場継続
希望者の78.1%，よ満た
されているが，退職希
望者では18.2%，転職
希望者では21.9% （転
職の希望方向を考慮lζ
入れると 7名のみ該当）
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表8 転職・退職・継続勤務希望者の4年経過時の実際
人（%）
4年経過時の実際 退職希望者 転職希望者 継続希望者
同一 職場で継続 8 ( 72」7) 15( 46.9) 96 ( 78.1) 
4( 12.5) 4 ( 3. 3) 
転職類似職種へ 1 ( 9. 1) 4〔12.5) 2 ( 1. 6) 
異種職種へ 5 ( 15. 6) 2 ( 1. 6) 
退 職 2 ( 18. 2) 4( 12.5) 19 ( 15. 4) 
計 11 (100. 0) 32 (100. O) 123 (100. 0) 
表9 転職 ・退職 ・継続勤務者の3年経過時の希望
人（%）
3年経過時の希望 転 職 者 退 職 者 l継続勤務者
同 一職場で継続 8 ( 36. 4) 19( 76.0) 96 ( 80. 7) 
6 ( 27. 3) 3 ( 12. 0) 8 ( 6. 7)
転職類似職種へ 2 ( 9.1) 3 ( 2. 5) 
異種職種へ 5 ( 22. 7) 1 ( 4. O) 4 ( 3. 4) 
退 職 ・その他 1 ( 4. 5) 2 ( 8 0) 8 ( 6 7)
計 22 (100. 0) 25 (100. O) 119 (100. 0) 
の者が満たされたにとどまっている。転・退職を希望しながら，結局，そのまま同一職場
にとどまった者が多L、。
これを観点を変えて，転・退職の結果から 3年経過時の希望がどうであったか，をみて
みると，転・退職者の多くは同一職場継続勤務を希望していたのであって，不本意ながら
結婚等の理由で転・退職を余儀無くされたも のと考えられる。
また，前調査で職業についていない者応対して，近い将来職業につきたいと思うかとい
う質問をしたところ， 25名（不明を除く未就職者の67.6%に相当）が「っきたいと思う」
と答えていたのであったが，乙の 1年聞に実際iζ就職したのは 7名にとどま っている。
なお，前報告で行なった「勤務先の状況」の検討は，紙面の関係で本報告では省略する
が， 3年経過時の状況とそう大きく変化していえfい乙とを付記しておく。
2. 職場における適応状態
次lζ，卒業後4年経過時就職者の職場における適応状態について報告する。本謂査では
159名の有職者から回答が得られたのであるが，乙れまでの報告と同様に，専門分野lと勤
務している者（ 137名）についての結果に限定して報告したい。
(1) 職場に対する満足度
乙の一連の研究では，職場適応をとらえる一つの方法として， 現在の職場K対する満足
度を調べている。乙れは，職場に関する事項を次の 4領域lと大別し， 右にあげである満足
度を表わす四つの言葉の中から，現在の自分にあてはまるものを選んで回答してもらう方
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法によっている。
① 職務内容（仕事の内容）
② 勤務状態（勤務時間など）
③待 遇（給料など）
④ 職場環境（人間関係など）
この結果は，表 10K示す通りである。
てみよう。
A 一定してる 1
B.かなり満足している ｜ 
c.あまり満足していないl
D.全く不満である ) 
職務内容については，全体では，満足している方に属する者（ A+B）は56.2%と半数
を上まわり，やや高い満足度となっている。職種別の比較では，満足している者は，幼稚
園教諭（ 66.6必）でかなり多いが，保育所保母 56.1必， その他 53.9%，施設保母 44.4予彰と
少なくなっている。公立・私立の比較では，私立勤務者の万が公立勤務者より もやや高い
結果となっている。
勤務状態については，全体として 51.2勿が満足しているにとどまり，職種聞で満足度lζ
大きな差が認められる（満足している者は，その他 76.9%，幼稚園教諭 75.0勿，施設保母
55.5予多 保育所保母 36.4%）。公私立別の比較では、私立勤務者の方がやや高い満足度と
表10 現在の職場に対する満足度
（%） 
全 体
職 種 RU 公私立別
領域・項目 幼稚園 保育 所 施 設 その他 公 立 私 立
N= 121 
N=24 N=66 N=18 N=13 N=72 N=49 
動 A 9. 1 8. 3 7‘6 30.8 8. 3 10. 2 
満足 ｛
務 B 47. 1 58. 3 48. 5 44.4 23. 1 44.4 51. 0 
内 c 41. 3 29. 2 40. 9 55. 6 46. 1 45. 9 34. 7 
n廿" 
不満｛
D 2. 5 4.2 3.0 l. 4 4. 1 
動 A 8.3 8. 3 7. 6 23.1 9. 7 6. 1 
務
満足 ｛
42.9 28. 8 53.8 38.9 49.0 B 66. 7 55. 5 
状 c 39. 7 25.0 50. 0 38.9 15. 4 43. 1 34. 7 
態
不満 （
9.1 5. 6 7. 7 8. 3 10. 2 D 13. 6 
待 A 2. 5 4.2 1. 5 5.6 4.2 
満足｛
B 30. 6 16. 7 27. 3 61. 1 30.8 36. 1 22.4 
c 51. 2 66. 6 48. 5 33.3 61. 5 51. 4 51. 1 
週
不満 ｛
15. 7 12.5 7. 7 8. 3 26. 5 D 22. 7 
職 A 2. 5 4. 2 l. 5 7. 7 2.8 2.0 
場
満足（
B 48. 7 50.0 57. 6 22.2 38. 5 51. 3 44. 9 
環 c 43. 0 33.3 37. 9 66. 7 53.8 43. 1 42. 9 
境
不満｛
5. 8 D 12.5 3.0 11. 1 2. 8 10.2 
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なっている。
待遇については，全体で 33.1必の者が満足しているにすぎない。乙れまでと同様， 最も
満足度の低い領域とな っている。職種別にみると，満足している者は，施設保母で 66.7必
とやや多いが，他の職種では非常に少ない（その他 30.8%，保育所保母 28.8必，幼稚園教
諭 20.9労）。公立勤務者と私立勤務者との差が大きく，私立勤務者の満足度は極めて低い。
職場環境では，全体で満足している万に属する者は 51.2ヲちにとどま っている。これを職
種別にみると，満足している者は，保育所保母 59.1タ，幼稚園教諭 54.2予仇その他 46.2%,
描設保母 22.29ぢのI固となっており，これまでと同様に施設保母の満足度の低さが目立って
いる。公私立別では，公立勤務者の万が満足している者が多い。
以上の結果から，職場re.対する満足度は，全体的にみて，最高の職務内容でも 56.2%で
あり， 高いとはいえない。したがって， 職場適応も良好であるとは考えられとfい。
群別にみると，幼稚園教諭では，勤務状態と職務内容で満足している者がやや多いが，
待遇面で強い不満を持ち続けており，職場lと十分適応しきれない状態にあるといえる。保
育所保母は，待遇と勤務状態で不満を感じている者が多く， 必ずしも高い満足度の群とは
なっていJなし、。施設保母では，職場環境と職務内容で未満を感じている者が多く，保育所
保母と対照的な内容において，高い満足度とはなっていない。その他の者では， 勤務状態
でかなり高い満足度を示しているものの，待遇と職場環境は半数以下であり，やはり良い
適応状態にあるとはいえない。
公私立別の比較では，どちらが満足度が高いとはL、えない。 公立勤務者は，私立勤務者
よりも，待遇と職場環境で高い満足度となっているが，職務内容と勤務状態では低い満足
度となっている。いずれも待遇に不満があり，高い満足度とはなっていない。
乙れらの結果を，これまでの各時点、での結果と比較してみると，図 2のよう な変化の申
で位置づけられ，満足度（ A+B）の変化の万向がかなり明確にと らえられる。
図2 現在の職場に対する満足度の変化
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(2) 職場適応尺度
職場適応をとらえる
もう一つの万法は「簡
易職場適応尺度」によ
るものである。この尺
度は，表 11のように
10項目からな り，職
種適性因子（イ ～ホの
5項目）と勤労意欲因
子（へ～ヌの 5項目）
とで構成されている。
自分K該当する として
表11 簡易職場適応尺度の構成
次のイ～ヌの記述で，現在のあなたにあてはまるものはどれですか。
（あてはまると思われるもの総てをOでか乙む）
イ．現在の仕事R興味をもっている
ロ．性格は現在の仕事に向いている
ハ．現在の仕事に必要な能力はある
ニ．現在の仕事をうまくやっていく自信はある
ホ．現在の仕事K必要な体力はあ り， 健康である
へ．現在の給料で一応満足している
ト．職場では楽しい生活を送っている
デ．職場のなかで，自分の存在は認められている
に現在の職場で，将来，経済的安定は得られる
ヌ．現在の仕事をやりがし、のあるものだと思っている
43 
つけたO印一つにつき 1点を与える万法で採点した。尺度値は，積極的な自己肯定が反映
され，得点が高いほど良い適応状態にある といえる。
各尺度の平均値及び標準備差は表 12fζ示す通りである。全尺度についてみると，全体
では平均 4.5で， 図 3の 1から明らかなように，わずかずつ低くなってきて，最も低い
適応点となっている。職種別では，これまで目立って低い得点を続けてきた施設保母に代
って， 4年経過時点では幼稚園教諭が最も低い群となっている。公私立の比較では，これ
までと同様に，公立勤務者の万がやや良い適応状態にあるといえる。
職種適性因子についてみると，全体は 2.3であるが，これまでとほとんど変わらない適
応点となっている（図 3の 2）。職種別では， 4群の聞にあまり差がない。前調査に比べ
て，幼稚園教諭の減少，施設保母の増加が目立っている。公私立の比較では，これまでと
くわずかずつ私立勤務者が高かったのであるが，この時点ではほとんど差がない。
勤労意欲因子については，全体は 2.2で，これまでで最も低い適応点である。職種別で
は，一貫して保育所保母が他の 3群より適応的である傾向は変っていない。また，公私立
表12 簡易職場適応尺度の平均及び標準偏差（ SD) 
職 種 Bリ 公私立別
全 体
尺 度 幼 稚園 保育所 施 設 その他 公 立 私 立
N= 122 
N=24 N=66 N=I8 N=I4 N=73 N=49 
平均 4. 5 4. I 4. 7 4. 3 4.5 4. 7 4.2 
全 尺 度
SD 2.4 2.0 2.3 2 6 2.5 2. 5 2.0 
平均 2. 3 2. I 2.3 2. I 2 6 2. 2 2. 3 
職種適性因子
SD I. 4 I. 3 I. 4 I. 5 I. 3 I. 4 I. 4 
平均 2. 2 2.0 2.4 2. 2 I. 9 2. 5 I. 9 
勤労意欲因子
SD I. 3 I. 2 I. 3 I. 3 I. 3 I. 4 I. 0 
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図3 簡易職場適応尺度の平均値の変化
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別の比較でも，公立勤務者の勤労意欲が高い点、は変ってい広い（図 3の3）。
以上の結果から，全般的lζ前調査に比べてわずかずつ低い得点と伝っており，若干の適
応状態の悪化がうかがわれる。幼稚園教諭は，相変らずの勤労意欲の低さに加えて，職種
適性感が低下したため，最も適応状態の良くない群となっている。保育所保母は，ほとん
ど前調査と変わらない結果で，適応点は最も高い。施設保母は，適性感の増加によって，
幼稚園教諭を上まわる適応状態となっている。その他では，勤労意欲が低下したため，職
種適性感が高いが，前調査時よりも低い適応となっている。公私立の別では，勤労意欲が
高いという ζとから，公立勤務者の万が職場lとより適応している結果となっている。
尺度を構成している項目では，各群の聞にどのような差が認められるであろうか。乙の
点、を調べるために，各群の項目別肯定率を出してみたのが表 13である。
項目イは職種適性因子の中で肯定率の最も高い項目であり，多くの者が現在の仕事Iと輿
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表 13 尺度の項目別肯定率
（%） 
職 種 z!U 公私 立 別
尺 度 全 体
項 目 N=122 
幼稚園 保育所 施 設 その他 公 立 主L 立
N=24 N=66 N=18 N=14 N=73 N=49 
職 イ 74. 6 83. 3 7. 3 55. 6 71. 4 68. 5 83. 7 
種 ロ 45.9 41. 7 48. 5 33. 3 57. 1 47. 9 42. 9 
適
J、 31. 1 16. 7 30. 3 38.9 50.0 32.9 28. 6 
性
因 35. 2 16.7 42.4 33. 3 35. 7 35. 6 34. 7 
子 ホ 39.3 54.2 31. 8 44τ4 42. 9 39. 7 38. 8 
動 " 27. 9 12.5 25. 8 61. 1 21. 4 35.6 16. 3 
労 ト 31. 1 37. 5 34. 8 16. 7 21. 4 34.2 26. 5 
意
チ 58. 2 58. 3 63. 6 38. 9 57. 1 54.8 63. 3 
欲
因 33.6 12.5 37. 9 50.0 28.6 50. 7 8. 2 
子 5ミ 73.0 79. 2 7. 3 55. 6 64.3 71. 2 75. 5 
味を持っているといえる。半数近い者が，性格は向いているという項目ロを肯定している
のであるが，抱設保母がほL、。項目ハは，最も肯定率が低く，幼稚園教諭で特に低L、。乙
のことは，幼稚園教諭の「現在の仕事をうまくやっていく自信jのなさに結びついている
ように思われる。現在の仕事に必要な体力はあり健康であるという者は，保育所保母が他
の群より低し、。
勤労意欲因子の項目へは，幼稚園教諭と私立勤務者が低く，給問iζ満足していない者が
多し、。乙の項目は，保育所保母・その他でもかなり低い。職場で楽しい生活を送っている
者が少ないのは砲設保母とその他である。職場で自分の存在が認められていると思う者が
少ないのは抱設保母である。項目リでは，幼稚園教諭と私立勤務者とが極端に低い肯定率
となっている。彼女らの多くが，現在の職場では，将来の経済的安定は得られないと思っ
ているのである。項目ヌは全体的に高い肯定率を示しており．多くの者が現在の仕事をや
りがいのあるものだと思っているのであるが，抱設保母とその他ではあまり高くなし、。
以上の項目別の比較において，また前項においても，特徴的にとらえられた問題点の一
つは，幼稚園教諭及び私立勤務者が待遇面で強い不満を持っていることである。これは，
これまでの各経過時点の調査結果において，一貫して認められた点である。乙の不満の原
因となるものを具体的な資料で確認する一つの方法として，毎回給料の支給額を調べ，こ
の資料を示してきたが，今回は紙面の関係で省略する。結論的lとは，大幅なベースアップ
によって，公私立勤務者の聞の較差は年々大きくなっている訳であるが司人事院勧告実施
前の公立勤務者の給料と私立勤務者の給料との比較では， 4年経過時には，かなり前年よ
り差がつまったものとなっている。
46 白佐：保育者養成校卒業生の進路と職場適応〔V〕
(3) 今後の職業生活の希望
以上にみてきたような満足・適応状態にある彼女らは，今後の職業生活をどう送ろうと
しているのであろうか。乙の点を調べることによっても，彼女らの適応状態の一面をとら
えることができる。
表14は，今後の職業生活lζ対する希望を質問して得た結果である。現在の仕事を同一職
場で続ける希望は，全体で 69.4%となっており，転職・退職を望んでいる者も少なくなし、。
同一職場継続希望は，保育所保母で最も多く，その他，抱設保母のJI買で少ぽくなり，幼稚
園教諭では 47.9%と最も少なし、。 公私立の比較では，公立勤務者の万が現在の職場にとど
まって働きたいという者が多し、。転職希望は， 全般的に同一職種間でというものが多い。
これまでの調査との比較では，全体として， 3年経過時まで増加を続けてきた同一職場
継続希望者の割合は， 4年経過時で減少に転じている。公立勤務者と私立勤務者の差は更
に大きくなっている。乙の減少の原因は，幼稚園教諭の同一職種聞での転職希望が急増し
たことによるものである。
表14 今後の職業生活の希望
（%） 
職 種 lU 公私立別
全 体
希 望 幼稚園 保育所 施 設 その他 公 立 私 立
N=121 
N=23 N=66 N=18 N=14 N=73 N=48 
同一職場で継続 69. 4 47. 9 80. 2 55. 6 71. 5 74.1 62. 4 
13.2 30.4 6. 1 22. 2 7. 1 9. 6 18.8 
類似職種へ 3. 3 8. 7 1. 5 7. 1 2. 7 4. 2 
職
異種職種へ 5.8 4. 3 6. 1 11. 1 一 6. 8 4. 2 
退職・その他 8. 3 8. 7 6. 1 11. 1 14. 3 6. 8 10.4 
図4 同一峨場継続勤務希望者の変化
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3. 現在の生活に対する満足度
第 3Iとは，保育者養成校卒業生の現在の生活とそれに対する満足度とについて報告した
い。本調査の21 6名の回答を中心に， 一部未発表のこれまでの調査結果 も加えて，主要項
目の結果を発表しておきたいと思う。
(L) 最近の健康状態
表15の結果は，対象者の最近（調査前の 2' 3カ月間）の身体的な面での健康について
質問して得たものであるが，全体として， 普通以上の健康状態にある者は 60.1%で，あま
り良好な状態とはいえない。 「これといった病気はないが，なんとなく調子がよくなしリ
という者が約 3割に及ぴ， 「病気がちであるJと 「長期間寝込むほどの病気やケガをした」
という者が 1割に達している。 健康的でない者の割合は，専門分野で働いている者に多い
傾向にあり，特に保育所保母と施設保母とに多い。
これまでの結果を比車交してみると，表161ζ示すように，本調査時の普通以上の健康状態
にある者は， 5回の調査の中で最 も低く，また急激な落ち込みとなっている。職種別にみ
た場合も同様であるが，保育所保母，幼稚園教諭，施設保母の減少が目立っている。
腰痛や疲労感があり，健康面ですぐれないという訴えが保育者にかなり多いことは，周
知のことであるが，保育者は乳幼児や身障児を相手にするため，どうしても腰をかがめた
りだきかかえたりする機会が多く，こうした症状にかかりがちなのであろう。
表15最近の健康状態
（%） 
全体
専 門 分野
専門外分野 無職健 康 状 態 幼稚園保育所胞 設その他
N=216 
N=24 N=67 N=18 N=14 
N=36 N=57 
健康で非常に調子がよい 16. 7 12. 5 4. 5 5‘6 21. 4 25. 0 29. 8 
普通の健康状態 43. 4 45. 8 37. 3 38. 9 50. 0 52. 8 43. 9 
なんとなく調子がよくない 28.7 25. 0 41. 8 33. 3 28. 6 19. 4 19. 3 
病 気 古1 ち 9. 3 16. 7 13. 4 22.2 2.8 3. 5 
長期間寝込むB病気・ケガ l. 9 3.0 3. 5 
表情 普通以上の健康状態の者の割合
（%） 
専 門 分 野
調 査 時 点 全 体 専門外分野 無 職
幼稚園 保育所 施 設 その他
3 カ 月経過時 71. 1本 77. 1 67. 8 58. 3 75. 0 72. 7 
やド
－・・・
1 年 ， 69. 4 71. 0 64. 6 65.4 75.0 79. 1 68.5 
2 年 ， 67. 1 69. 3 60. 8 47. 4 84.6 85. 2 68.2 
3 年 ， 71. 5 75. 7 62. 4 50.0 70. 6 81. 8 84.2 
4 年 ， 60. 1 58. 3 41. 8 44. 5 71. 4 7. 8 73. 7 
（注）木無職を含まない ＊＊調査していない
48 白佐：保育者養成校卒業生の進路と職場適応 〔V〕
表17最近の精神状態
（%） 
専 門 分 野
全 体 専門外分野 無 職
精 神 状 態 幼稚闘 保育所 施 設 その他
N=216 N=36 N=57 
N=24 N=67 N=18 N=14 
満ち足りた楽しい生活 20. 4 20. 8 14.9 5. 6 21. 4 13. 9 35. 1 
けっとう楽し い生活 45.8 50.0 44.8 33. 3 50.0 52.8 43.8 
なんとなく過としている 16. 2 12. 5 14.9 22.2 14.3 22. 2 14.0 
満たされない日が多い 13.4 12. 5 17. 9 33. 3 14. 3 8. 3 5. 3 
満たされず末愉快 4.2 4.2 7. 5 5. 6 2.8 l. 8 
表18 普通以上の精神状態の者の割合
（%） 
専 門 分 野
調 査 時 点 全 体 専門外分野 無 職
幼稚園 保育所 施 設 その他
3 カ月経過時 80. f' 80. 9 82.8 79.2 83. 3 71. 4 キk
1 年 // 82.6 82. 5 88. 7 75.4 86. 2 87. 5 74. 9 
2 年 ， 86.0 82. 7 81. 0 78. 9 100.0 96. 3 95. 5 
3 年 II 87. 3 88. 5 85. 2 57. 2 94. 1 87. 9 97. 4 
4 年 ， 82. 4 83. 3 74.6 61. 1 85. 7 88. 9 92. 9 
（注）本無職を含まない ＊＊調査していない
(2) 最近の精神状態
前項と同様に，最近の精神的な面での健康について調べた結果を示したのが表17である。
全体では， 「満ち足りた気持であり，楽しい生活である」と「それほど充実感はないがー
けっこう生活を楽しんでいるJとで 66.2%11:達し， 「なんとなくその日その日を過ごして
いる」を加えると 82.4%となる。これらの三つの回答を合わせて，普通以上の精神的健康
状態にある者とみなせぽ，施設保母と保育所保母を除いては80労以上となっており，まず
まずの状態にあるといえる。身体面と同様に，胞設保母と保育所保母とに不健康な者が多
い乙とに注目 しておかなければならない。
これまでの結果との比較では，全体として精神的に良好な状態にある者が増加の傾向に
あったのであるが，本調査では減少に転じている（表18 ）。満たされない気持で日々を送
っている者が比較的多かった掘設保母に加えて，保育所保母も同様な傾向をとりはじめて
いるようにも思われる。
(3) 最近の暮らし向き
次lζ，最近の暮らし向きについて調べた結果を取り上げてみよう。 経済的な面について
は，結婚しているかどうか，あるいは自宅通勤であるかどうかなどによって，その受けと
め方は違ってくると思われるが， 一応これまでと同じ織種別比較で示してみたい。
表19の「余裕があるJは，回答項目の「余裕がある」と 「L、くらか余裕ができ，まとま
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表19最近の暮らし向き
（%） 
全 体 専 M 分 野 専門外分野 無 職最近の暮らし向き
幼稚園 保育所 施設 その他4 N= 216 N=36 N=57 
N=24 N=67 N=18 N=l 
余 裕 カ3 ゐ る 37. 5 29.2 31. 3 61. 1 28.6 50. 0 35. 1 
もう少し余裕がほしい 52.8 41. 6 59. 7 33. 3 71. 4 44.4 56. 1 
食べるのκ精一杯 9. 7 29.2 9.0 5. 6 5. 6 8.8 
表20去年とくらべfご暮らし向き
（%） 
全 体 専 門 分 野 専門外分野 無 職
変 化
N= 216 幼稚園 保育所 施 設 その他 N=36 N=57 
N=24 N=67 N=18 N=14 
楽になったと思う 10. 2 8.3 7. 5 27. 8 7. 1 19.4 3. 5 
同じようなものだと思う 54. 1 58. 3 53. 7 49.9 57. 2 58. 3 50. 8 
苦しくなったと思う 31. 5 29. 2 35. 8 16. 7 35. 7 16. 7 40.4 
わ カ〉 ら な L、 4. 2 4.2 3.0 5. 6 5.6 5. 3 
表21 乙れから先の暮らし向き
（%） 
全 体 専 p守 分 野 専門外分野 無 職変 イじ
N= 216 幼稚 園 保育所 施 設 その他 N=36 N=57 
N=24 N=67 N=18 N=14 
楽になると思う 11. 6 8. 3 6. 0 11. 1 14.3 8. 3 21. 1 
同じ だと思う 40. 3 41. 7 41. 8 38. 9 28. 6 55.6 31. 5 
苦しくなると思う 25.9 25. 0 34. 3 33. 3 21. 4 16. 7 21. 1 
予想 がつかとEい 22.2 25.0 17. 9 16. 7 35. 7 19.4 26. 3 
った ものでも買える」とを合わせたものであり， 「もう少し余裕がほしし、」とは「食べる
心配はないが，……」というものである。なお， 「その日の暮らしにさえ困っている」と
いう項目も用意したが， 該当の回答はゼロであったので省略した。
表 19から，普通の生活で食べるのに心配はないけれども，もう少し余裕がほしいとい
うものが最も多L、。余裕がある，まとまったものでも買えるという感じ方は，施設保母と
専門外分野勤務者で多くなっている。食べるのに精一杯だという受けとめ方は，幼稚園教
諭に比較的多い。
彼女らは，この 1年の聞に，大きな物価変動を体験してきた訳であるが， 暮らし向きの
変化をどう受けと めているか，を調べたのが表 20の結果である。 「去年の今頃にくらべ
ると…..Jの質問に対して，半数強は同じようなものだと答えている。楽になっ たと思う
者に対して，苦しくなったと思う者が約3倍であり，苦しくなったという実感がやはり多
いようである。
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これから先の見通しについては，表 21 I乙示すよ うに，同じだと思う者が最も多い。楽
になっていくと思っている者も約 1割あるが，苦し くなっていくと考える者の方が多く，
予想がつかないと答えた者もかなりの比率に達している。
(4) 生活の目標
以上のような生活状況にある彼女らは，どのようなことに目標を置いて日常生活を送っ
ているのであろうか。ふだん「生活の目標」としているおもなものを一つ選ぶ万法で回答
を求めた結果は，表 22I乙示す通りである。
全体でみる と， 「円満な家庭生活」 が 31.5%, 「余暇を楽しむ生活」が 25.0%, 「便利
で豊かな生活Jが7.4 ＇｝もとなっており，自己中心的でしかも高くを望まない，いわゆる小
市民的な生活目標をあげている者が63.9%に達している。これに対して， 「仕事に打込む
生活」 「社会につくす生活」をあげて，社会貢献的な目標を意識している者は 19.4%とな
っている。特に生活の目標などは意識していないという者も11.6%を占めている。
職種別にみると，小市民的なタイプが多く の割合を占めているのは専門外分野と専門分
野のその他K勤務している者で， 乙れらの者は，仕事の興味ややりがL、より も収入を得る
ことに重きを置いて働いているように思われる。 社会貢献的なタイプが比較的多いのは，
幼稚園教諭！と施設保母であるが， 「社会につくす生活」を目標にしている者は無職者に最
も多い。
(5) 現在の生活の満足度
次l乙，卒業後4年を経過した時点、で，彼女らは，現在の生活にどの程度満足しているか
という点について検討してみよう。
現在の生活に対する満足度については，次の四つの領域を設定し， A～Dの満足度の中
からあてはまるものを選んで回答して もらう万法によって調べた。
① 家族関係（同居の家族との生活で，互いの考え方や態度などから得られる満足度）
② 経済生活（衣，食，住に関して得られる満足度 ）
③ 自己実現（自分のやりたいと意図した乙とができるかどうかについての満足度）
表2 ふだん目標としている生活
（%） 
全 体 専 門 分 野 専門外分野 無 職生 活
N= 216 幼稚園 保育所 施 設 その他 N=36 N=57 
N=24 N=67 N=l8 N=l4 
円満な家 庭生活 31. 5 29.2 25.4 21. 4 33.2 50.8 
余暇を楽 しむ 生活 25. 0 20. 8 31. 2 27. 8 35.8 30.6 12. 3 
仕 事 K 打込む生活 10. 6 25. 0 9.0 27. 8 5. 6 7. 0 
社 会 につくす生活 8. 8 8. 3 7. 5 1. 1 7. 1 5.6 12. 3 
便利で豊かな生活 7. 4 4.2 6. 0 21. 4 19. 4 l. 8 
そ の 他 5. 1 4.2 9. 0 5. 6 2.8 3. 5 
特 K な L、 11. 6 8. 3 11. 9 29.8 14.3 2.8 12.3 
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④ 総合して（①～＠を総合してみて、得られていると思う満足度）
{A. 非常に満足している B. だいたい満足している）
c.あまり満足していない D.非常に不満である
第1の家族関係の満足度は，表 23K示すように，有職・無職と未婚・既婚との分類を
用いて整理した。 未婚の有職者の場合は，自宅通勤の者lζ限定した。全体として， 「非常
に満足しているJ 「だいたい満足している」と答えている者は 84.9%に及び，同居家族と
の生活に多く の者が満足している。有職者と無職者との聞に差は認められないが， 未婚者
と既婚者との聞では，既婚者の方が満足している程度が高いといえる。
第 2の経済生活の満足度では，全体と して，満足している方に属する者は 64.1%で，衣
・食・ 住l乙関してまずまずの満足状態lとあるようである。施設保母とその他の者で満足し
ている者の割合が高いが 幼稚園教諭と保育所保母では満足していない者も多L、。
これに対して，第3の自己実現の満足度では，満足している者の方が多い群はその他と
専門外分野で，全体では
44.4%と半数l乙達してい
なし、。
以上を総合した満足度
は， 全体で 70.1%が満足
している方に属し，群別
では，専門分野のその他
と専門外分野に勤務して
満足度
A 
B 
c 
D 
全体
N= 172 未
30.8 
54. 1 
15. 1 
表23 家族関係の満足度
有 職 者 無
婚 既 婚 未 婚
N=79 N=37 N=l6 
22. 8 43.3 25.0 
63.3 37. 8 56. 2 
13. 9 18. 9 18. 8 
表24 現 在 の生 活の 満足度
全 体 専 F守 分 野 専門外分野領域 ・満 足度
N= 214 幼稚園 保育所 施設 その他 N=36 
N=24 N=67 N=l7 N=14 
A 7. 5 4. 2 3.0 11. 8 21. 4 8. 3 
B 56. 6 41. 6 47. 7 64. 7 57. 2 66. 7 
経 済 生 活
c 30.8 50. 0 40. 3 23. 5 21. 4 16. 7 
D 5. 1 4.2 9.0 8. 3 
A 2.8 8 3 8. 3 
B 41. 6 29.2 44. 8 29. 4 57. 1 47. 2 
自己 実 現
c 48. 1 58. 3 44.8 58.8 42. 9 38.9 
D 7. 5 4.2 10. 4 11. 8 5. 6 
A 2.8 4. 2 5. 9 7. 1 2.8 
B 67. 3 58. 3 67. 1 58. 8 71. 5 72.2 
総合して
c 28. 0 37. 5 28. 4 35. 3 21. 4 2.2 
D l. 9 4. 5 2.8 
（%） 
軍拡 者
既 婚
N=40 
37. 5 
50. 0 
12.5 
（% ） 
無 職
N=56 
8.9 
64.3 
25.0 
1. 8 
1. 8 
39.3 
51. 8 
7. 1 
3.6 
69.6 
26.8 
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表25現在の幸福感（1)
（%） 
全 体 専 門 分 野 専門外分野 無 職幸福の程度 幼稚園 保育所 施~ーその他 N=36 N=57 N= 216 
N=24 N=67 N=l8 N=l4 
幸 福 と 恩 う 38. 9 45.8 34.3 16. 7 35. 7 30. 6 54. 3 
どちらかといえば幸福 31. 9 16. 7 35.8 2. 2 42.9 41. 6 28. 1 
なんともいえない 22.7 29. 2 25. 4 49. 9 14. 3 19. 4 12. 3 
どららかといえば不幸 3.2 8. 3 5.6 7. 1 2.8 3. 5 
不 幸 と 思 つ 0. 5 2.8 
わ カ〉 ら な L、 2.8 4.5 5. 6 2.8 l. 8 
表26 現在の幸福感（2)
（%） 
いる者に高い傾向にある。
（以上表 24 ) 
幸福の 程 度
有職者 無職者
これらの結果から，専門を
生かした職についている者ほ
ど不満を多く感じている，と
みることができる。専門職に
ついている者は， 主として職
業生活を通して自己実現や経
済生活を考えているようで，
これらに対する要求水準が高
幸福と思う
どちらかといえば幸福
なんともいえない
どちらかといえば不幸
不幸と思う
わからとZ い
未 婚
N= 115 
24.3 
34.9 
33.0 
4.3 
0. 9 
2.6 
既 婚
N=44 
56.9 
29.5 
9. 1 
4.5 
いため，現実の生活には不満を持ちがちになるものと判断される。
(6i 現在の幸福感
未 婚 既 婚
N=l7 N=40 
35.3 62.5 
29. 4 幻。 5
17. 6 10. 0 
11. 8 
5. 9 
最後l乙，彼女らの現在の幸福感について検討してみたし、。表 25 ・26は， 「一口にい
って今あなたは幸福だと思いますか。それとも不幸だと思いますか」という質問に対する
回答を整理したものである。
表 25から明らかなように， 全体として 70.8%の者は「幸福」 を感じており，不幸感を
持っている者はごくわずかにすぎなL、。幸福を感じる者は，無職者Iζ多く，施設保母で少
ない傾向にある。これを，未婚・既婚に分けて比較してみると，有職者でも無職者でも既
婚者の方が幸福を感じている割合が高い。
幸福だと思う主な理由を一つだけあげてもらったところ，平和な家庭 （36.6% ），健康
な毎日（ 24'.8%），充実した仕事 （ 7.2 % ），宗教 ・信仰がある（ 6.5 9も）， 恋人がいる
( 5.2 % ）などの！｜固となっている。
N お わ り
以上，保育者養成校卒業生の卒業後4年経過時における進路状況， 職場適応及び生活の
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満足度について，数量的な検討を行なった。その結果，次に要約するような点が明らかに
なった。
① 調査を重ねるととにみられた専門分野就職者（特に幼稚園教諭）の減少は一層顕著
になり，全卒業生に占める割合は 46.4%となった。卒業時に比べ 27.8%, 3年経過時に比
べ 8.7%の減少である。減少分の多くは，就職以外の者（ほとんどが家事従事者）の増加
となっている。卒業時 8.7%を占めていたにすぎなかった就職以外の者は， 34.6%を占め
るに至った。
① 卒業時就職者の同一職場継続勤務率は 29.8%となった。すなわち，この 4年聞に
70.29もの者は第 1の職場を離れてしまっている。このうちの半数強は現在無職であるが，
半数弱は他の職場で現在も働いている。 1年前の 3年経過時就職者についてみると，同一
職場継続勤務率は 71.6%である。
③ 減少の激しい専門分野において，継続勤務率が高く，未就職者の就職や他からの転
職も比較的多い保育所保母は， 3年経過時から減少に転じたものの，まだ卒業時と同数の
就職者（全体の 24.8%を占める）を保っている。
④ 職場に対する満足度は， 3年経過時i乙比較して，職場環境でわずかに高くなったが，
f也の 3領域では低くなっている。満足している万に属する者の比率は，職務内容で 56.2%,
勤務状態で 51.2%，待遇で 33.1%，職場環境で 51.2%となっている。待遇面で不満を感ず
る者が年々多くなっているのが特徴的である。
⑤ 簡易職場適応尺度でとらえた適応状態も， 3年経過時よりわずかではあるが低くな
り，良い適応状態にあるとはいえない。一貫して，私立勤務者の方が適応点、が低いのであ
るが，これは勤労意欲因子得点、が低いことによるものである。
⑥ 私立勤務者（多くが幼稚園教諭）は，特に給料など待遇面での不満感が強いのであ
って，これが勤労意欲を低め，不適応感を持たせる主因になっている。
⑦ 現在の仕事を同一職場で続けたいという希望は 69.4%となっている。これまで増加
を続けてきた同一職場継続勤務希望者は，乙の時点、で減少に転じた。幼稚園教諭の転職希
望が急増した乙とが原因である。
⑥ 最近の健康状態についてみると，精神的には全体的にまずまずの健康といえるが，
身体面では，なんとなく調子がよくないという者を含めて約 4割の者が不健康な状態にあ
るものと判断される。保育所保母と施設保母lと不健康な者が比較的多い。
① 最近の暮らし向きについては， 9割の者が食べるのには心配がないと答えている。
前年と比べた暮らし向きは，全体として， 54.1 %が同じようなものだといい， 10.2%の者
は楽になったと思うと答えているのであるが，苦しくなったと思う者も 31.5%と多L、。乙
れから先の暮らし向きの予想では， 51.9%が同じか楽になると考えている。
⑬ 日常の生活目標は，円満な家庭生活，余暇を楽しむ生活などという，いわゆる小市
民的なものを上げる者が多く，社会貢献的な目標を意識している者は少ない。
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。現在の生活lζ対する満足度は，家族関係では満足している者が非常に多く，衣・ 食
・住の経済生活でもまずまずの満足状態にあるが，自己実現では不満を感じている者の方
が多し、。総合した満足度は，全体で 70.1%が満足している方に属する。専門職についてい
る者は，主として職業生活を通して自己実現や経済生活を考えているようで，これらに対
する要求水準が高いため，現実の生活に不満を持ちがちである。
⑫ 現在の幸福感については，平和な家庭，健康な毎日などを理由Iζ多くの者が幸福だ
と答えている。有織者でも無職者でも既婚者の方が幸福だと感じている割合が高い。
はじめにも述べたように，保育者の適応過程の検討の一環として実施している調査の一
部を報告したのであるが，今後の資料との比較検討と共に，事例研究的な堀り下げや因果
的な検討も深めたいと思う。しかし，実態調査であるため，条件統制が十分できず，比較
する対象群の構成にもアンバラ ンスが生じ，数量的な比較も適切でない状況になりつつあ
るので，十分検討を深めるには限界がある。追跡的調査による資料収集も，不就職者・不
明者の増加からみて， 卒業後5年経過時（第6次調査）が一つの区切りとなるものと考え
られる。いずれにせよ，乙の研究で得られる資料が，保育者をめぐる諸問題の解決・改善
に少しでも役立ちうるならばさいわいである。
（付記）この研究に協力をいただいている卒業生の方々，援助をいただいている各養成校の先生方K，深く感
謝の意を表します。なお，本調査は昭和49年度北海道科学研究費の補助を受けて行なわれたものである。
( 1974・11・29)
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